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主

な
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容

一 般 質 問

成人式で司会を務めた小倉省吾さん（西中出身）と 新井楓羽さん（北中出身）



　

平
成
30
年
度
の
一
般
会

計
・
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
・
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
特
別
会
計
・
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
・
下
水
道
事

業
特
別
会
計
の
補
正
予
算
が

議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
、
審

議
し
ま
し
た
。

　

各
会
計
の
主
な
補
正
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
５
０
３
４
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
歳
出
歳
入
そ
れ
ぞ
れ
１
３

０
億
６
１
１
１
万
円
と
す
る
。

◎
歳
入
の
主
な
内
容
は
、
繰

入
金
９
８
０
４
万
円
、
国

庫
支
出
金
３
２
０
３
万
円
、

県
支
出
金
１
９
２
５
万
円

な
ど
追
加

◎
歳
出
の
主
な
内
容
は
、
民

生
費
９
４
０
９
万
円
、
商

工
費
４
３
９
６
万
円
な
ど

追
加

■
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
３
０
万
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
41
億
３
２

４
１
万
円
と
す
る
。

◎
歳
入
の
主
な
内
容
は
、
繰

入
金
１
５
７
万
円
減

◎
歳
出
の
内
容
は
、
総
務
費

１
３
０
万
円
減

■
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
４
０
万
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
５
６
５

５
万
円
と
す
る
。

◎
歳
入
の
内
容
は
、
諸
収
入

１
４
０
万
円
の
追
加

◎
歳
出
の
内
容
は
、
総
務
費

１
４
０
万
円
の
追
加

■
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
29
万
円
を
減
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
26
億
１
７
２
１

万
円
と
す
る
。

◎
歳
入
の
内
容
は
、
繰
入
金

29
万
円
の
減

◎
歳
出
の
主
な
内
容
は
、
総

務
費
29
万
円
の
減

■
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

54
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
８
億
７
１
０
４
万

円
と
す
る
。

◎
歳
入
の
内
容
は
、
繰
入
金

54
万
円
の
追
加

◎
歳
出
の
主
な
内
容
は
、
総

務
費
45
万
円
の
追
加

　

以
上
、
慎
重
審
議
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
を
審
議
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議会定例会を開催！

　平成30年第５回定例会を、12月11日㈫～13日㈭までの３日間の日程で開催しました。

　平成30年度大泉町一般会計補正予算、大泉町みらい創造羅針盤～大泉町総合計画

2019～基本構想についてなど、諮問１件、議案14件、請願１件、発議１件、合計17件

について審議しました。

　一般質問には７人の議員が登壇し、現状の町政に関しての質問を行い、意見や提案

をしました。詳しくは４ページ（一般質問の内容）をご参照ください。



(3) おおいずみ議会だより　Ｈ31.２.10　Vol.83 

平成30年第５回大泉町

議 席 番 号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

採

決

結

果

議 員 名　　　

議 案 等

中

尾

大

助

澁

木
　

茂

塚

田

義

一

佐

藤

久

芳

川

島
　

広

堀

越

幸

広

須

田

敏

彦

都

丸

裕

史

宮

永

万

里

子

田

邉

信

雄

山

口
　

将

淺

野

正

己

青

木
　

満

渡

邉
　

明

森
　

昌

彦

諮問 第２号 人権擁護委員候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ 全員

議案

第54号
大泉町みらい創造羅針盤～大泉町総合計画2019 ～基

本構想について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ 全員

第55号
大泉町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条

例について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ 全員

第56号
大泉町特別職の職員の期末手当の支給に関する条例の

一部を改正する条例について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ 全員

第57号
大泉町議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を

改正する条例について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ 全員

第58号
大泉町福祉医療費支給に関する条例の一部を改正する

条例について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ 全員

第59号
大泉町児童館の設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ 全員

第60号
指定管理者の指定について（大泉町老人福祉セン

ター）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ 全員

第61号 指定管理者の指定について（大泉町いずみの杜
もり

） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ 全員

第62号 指定管理者の指定について（大泉町児童館） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ 全員

第63号
平成30年度大泉町一般会計補正予算（第２号）につ

いて
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ 全員

第64号
平成30年度大泉町国民健康保険事業特別会計補正予

算（第２号）について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ 全員

第65号
平成30年度大泉町後期高齢者医療事業特別会計補正予

算（第２号）について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ 全員

第66号
平成30年度大泉町介護保険事業特別会計補正予算

（第２号）について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ 全員

第67号
平成30年度大泉町下水道事業特別会計補正予算（第２

号）について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ 全員

請願 第４号 採択
自動車関係諸税の抜本改革を求める請願（委

員会報告）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ 全員

発議 第４号 自動車関係諸税の抜本改革を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ 全員

※「○」＝賛成（起立）、「●」＝反対、「―」＝欠席または不在

※議長は、採決に加わっていないため「／」で表示

※採決結果の「全員」「多数」は、可決成立（同意）を表す。「少数」は、否決不成立（不同意）を表す。

※請願については、委員会報告に対する賛否を表す。

平成30年第５回大泉町議会定例会　会議結果及び議案等関係賛否一覧表



■議席11番　山ロ　　将

１．小中学生の健康に対する町の取り組みにつ

いて

⑴小中学生の通学時の荷物の重量化に伴う健

康影響対策について

⑵小中学生の健康に対する町の取り組みにつ

いて

２．自然災害時の情報伝達手段について

⑴防災行政無線の情報伝達の効果について

⑵安全安心メールの台風・豪雨災害発生直前

直後の有効利用について

⑶自然災害時の情報伝達手段について

■議席10番　田邉　信雄

１．生涯学習の充実について

⑴ウォーキングマップの有効活用について

⑵最新版大泉町誌の編
へんさん

纂について

２．学校給食について

⑴学校給食費の一部無料化について

■議席５番　川島　　広

１．いずみ緑道について

⑴いずみ緑道の噴水について

⑵いずみ緑道内の安全対策について

２．英語教育について

⑴小学校の英語教育について

⑵英語教員の英語力アップについて

⑶外国語指導助手(ＡＬＴ)の採用方法について

⑷英語教育を含めた児童・生徒のコミュニ

ケーション能力の向上について

■議席14番　渡邉　　明

１．ＬＧＢＴ（性的マイノリティー）の人たちの

権利保障について

⑴教育現場におけるＬＧＢＴの現状について

⑵ＬＧＢＴの児童・生徒に対する支援策について

⑶町庁舎内及び公共施設等のＬＧＢＴに対する

取り組みと支援策について

２．町内中小商工業への更なる支援策について

⑴工業製品等の展示会等出展支援事業の創設

について

⑵大泉町企業人権啓発推進事業の導入について

⑶仮称「大泉町中小企業及び小規模企業振興

基本条例」の制定について

■議席12番　淺野　正己

１．施策の方向性について

⑴投票環境の見直しについて

⑵水害等の対策について

■議席６番　堀越　幸広

１．保育園の申し込み対応について

⑴入園保留児童の現状について

⑵本町の対応について

２．児童生徒の発達段階に応じた防災教育の拡

充について

⑴小中学校における防災教育について

⑵今後の取り組みと課題について

３．災害時の被災者支援について

⑴被災者への食糧支援について

⑵被災者への心のケアについて

■議席９番　宮永　万里子

１．学力向上の取り組みについて

⑴町立小中学校の児童生徒の現状について

⑵町立小中学校の児童生徒の学力について

２．安全安心の町づくりについて

⑴夜間における自主防犯パトロールの現状に

ついて

⑵宿泊体験型防災訓練の実施状況について

⑶女性消防隊のその後の進捗状況について

⑷交通防犯対策について

一般質問の内容

質問者と件名・要旨

  ※議会だよりへの一般質問の掲載は１人１件ま

でとなっています。

その他の質問内容については、町ホームページ

もしくは図書館にある会議録でご確認ください。

  町ホームページURL 
https://www.town.oizumi.gunma.jp/

町議会インターネット中継

おおいずみ議会だより　Ｈ31.２.10　Vol.83 (4)



　

①
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
ー
）
と
言
わ
れ
て

い
る
人
は
全
国
に
約
９
６
１

万
人
、
13
人
に
１
人
の
割
合

で
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
現
場
で
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

当
事
者
に
優
し
い
細
心
の
配

慮
が
必
要
で
、
校
則
の
見
直

し
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

校
内
の
ト
イ
レ
や
更
衣
室
の

あ
り
方
な
ど
、
学
校
生
活
環

境
づ
く
り
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

②
先
進
自
治
体
を
参
考
に

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
条
例
ま

た
は
要
綱
の
制
定
と
、
町
庁

舎
・
公
共
施
設
の
多
目
的
ト

イ
レ
等
の
表
示
の
見
直
し
や

文
書
・
申
請
書
の
性
別
記
載

欄
の
削
除
な
ど
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

当
事
者
へ
の
配
慮
と
支
援
を

１
日
で
も
早
く
実
施
し
て
ほ

し
い
と
考
え
ま
す
が
、
町
長

の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す

教

育

長

　

①
既
存
の
施
設
の
利
活
用

等
も
含
め
、
学
校
生
活
環
境

の
見
直
し
や
校
則
等
の
柔
軟

な
対
応
を
図
り
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

町

長

　

②
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
等

の
表
示
等
を
変
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

性
別
記
載
欄
や
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
つ
い
て

も
、
な
る
べ
く
早
い
時
期
に

答
え
を
出
し
て
推
進
し
ま
す
。

Ｑ　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
権
利
保
障
を

Ａ　

調
査
研
究
し
な
が
ら
推
進
す
る

LGBTの良き理解者に

渡 邉 　 明　議員

町政 を問う！

　

投
票
所
数
を
21
か
ら
７
か

所
に
削
減
す
る
当
初
の
理
由

に
は
、
経
費
を
２
９
０
万
円
ほ

ど
削
減
で
き
る
事
、
そ
し
て

思
い
切
っ
た
方
法
で
投
票
率

の
改
善
を
図
る
事
、
さ
ら
に

は
選
挙
の
効
率
的
な
管
理
執

行
と
執
行
経
費
の
適
正
化
を

図
る
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
民
は
今
の
方
法
に
馴
れ
、

身
に
付
い
て
お
り
、
ま
た
利

便
性
向
上
対
策
に
経
費
を
投

入
す
る
た
め
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ

ス
の
面
が
あ
り
、
投
票
所
数

の
削
減
に
は
疑
問
を
感
じ
ま

す
。
ま
た
、
選
管
の
談
話
で

投
票
率
の
向
上
を
最
優
先
課

題
と
す
る
提
案
を
拝
見
し
、

そ
れ
な
ら
ば
対
応
の
方
法
が

違
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

総
務
省
（
旧
自
治
省
）
の

各
選
挙
部
長
の
通
知
で
も
、

投
票
率
の
向
上
に
主
眼
を
置

い
て
指
導
し
て
い
ま
す
。
こ

の
削
減
が
、本
当
に
町
の
た
め
、

町
民
の
た
め
に
な
る
の
で
す

か
。町

長

　

県
内
８
市
町
の
１
投
票
区

の
平
均
面
積
は
２
・
４

㎢
、

本
町
は
見
直
し
後
２
・
58
㎢

で
あ
り
、
さ
ら
に
本
町
は
平

地
で
投
票
所
に
行
く
の
に
苦

労
す
る
事
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
投
票
率
が
極
端
に
下

が
っ
た
場
合
は
見
直
す
事
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

投
票
所
の
大
幅
な
削
減
の
必
要
性
と
方
法
に
疑
問

Ａ　

投
票
率
が
極
端
に
下
が
っ
た
時
は
当
然
見
直
し
検
討

淺 野 正 己　議員

投票率低下のないよう最善を！！
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自
然
災
害
や
人
的
災
害
が

多
い
昨
今
、
子
ど
も
た
ち
が

身
を
守
る
行
動
が
と
れ
る
よ

う
、
一
層
の
防
災
教
育
の
強

化
が
重
要
と
考
え
ま
す
が
、

児
童
生
徒
の
年
齢
は
幅
広
く
、

発
達
段
階
に
偏
り
の
な
い
教

育
が
望
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、

教
育
効
果
の
確
認
、
例
え
ば

思
考
力
や
判
断
力
、
危
険
予

測
知
識
の
検
証
も
大
切
で
す
。

現
在
の
子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ

防
災
教
育
の
現
状
と
課
題
を

お
聞
き
し
ま
す
。

教

育

長

　

本
町
の
各
学
校
で
は
防
災

教
育
を
安
全
教
育
の
一
環
と

し
て
、
年
間
指
導
計
画
の
中

で
行
う
避
難
訓
練
や
体
験
活

動
を
通
し
、
各
学
年
で
特
別

活
動
や
道
徳
教
育
、
ま
た
あ

ら
ゆ
る
活
動
の
中
で
指
導
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
は
年
間
指
導

計
画
の
見
直
し
と
客
観
的
な

判
断
力
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
発
達
段
階
に
応
じ
た
、
細

か
な
指
導
の
徹
底
と
そ
の
知

識
の
確
認
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
課
題
で
は
、
教
員
の

指
導
力
を
高
め
、
さ
ら
に
教

育
委
員
会
と
し
て
も
研
修
等

を
通
し
て
防
災
教
育
へ
の
共

通
理
解
を
持
ち
、
児
童
生
徒

が
災
害
か
ら
身
を
守
れ
る
よ

う
指
導
の
徹
底
を
考
え
て
い

ま
す
。

Ｑ　

児
童
・
生
徒
の
防
災
教
育
強
化
を

Ａ　

災
害
か
ら
身
を
守
れ
る
指
導
の
徹
底
を
考
え
て
い
る

堀 越 幸 広　議員

　

以
前
同
僚
議
員
が
、
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置
を

希
望
す
る
町
民
の
方
に
は
、

町
が
補
助
を
す
る
形
で
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
取
り
付

け
を
推
奨
し
た
な
ら
ば
、
よ

り
一
層
の
犯
罪
抑
止
効
果
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
要
望

し
ま
し
た
。
監
視
性
を
高
め

る
た
め
、
町
内
を
走

る
多
く
の
車
に
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
が

設
置
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
犯
罪
は
も
ち

ろ
ん
交
通
事
故
や
今

問
題
に
な
っ
て
い
る

あ
お
り
運
転
な
ど
の

抑
止
に
も
な
る
と
思

い
ま
す
。
交
通
事
故

の
な
い
、
そ
し
て
犯

罪
の
な
い
安
全
安
心

な
町
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
町
長
の
考

え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

町

長

　

行
政
と
し
て
も
調
査
研
究

を
し
た
中
で
、
来
年
度
に
は

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設

置
者
に
対
し
て
補
助
を
実
施

す
る
予
定
で
予
算
編
成
を
し

て
い
ま
す
。
全
車
両
と
い
う

の
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
申
請
さ
れ
た
方
に
は

し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置
に
補
助
金
を

Ａ　

補
助
実
施
予
定
で
来
年
度
の
予
算
編
成
を
し
て
い
る

宮永万里子　議員

問 う ！

みんなで付けようドライブレコーダー
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７
月
の
西
日
本
豪
雨
災
害

は
、「
異
常
気
象
新
時
代
」
に

突
入
し
た
と
言
え
ま
す
。
い

つ
、
利
根
川
や
そ
の
支
流
が

反
乱
し
洪
水
を
引
き
起
こ
す

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
同
様
の

豪
雨
が
本
町
で
発
生
す
れ
ば
、

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
想

定
の
何
倍
も
の
雨
量
が
あ
り
、

か
な
り
の
確
率
で
浸
水
被
害

が
想
定
で
き
ま
す
。
そ
こ
に

は
、
寄
木
戸
・
仙
石
・
吉
田
・

古
海
・
朝
日
の
一
部
が
、

１
階
ま
た
は
２
階
ま
で

の
軒
下
浸
水
の
被
害
を

受
け
る
と
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
台
風
・
豪
雨

災
害
発
生
直
前
直
後
の

情
報
は
、「
全
世
帯
に
同

一
情
報
が
、
同
一
時
間

に
、
瞬
時
に
、
避
難
行

動
を
起
こ
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
内
容
で
、
伝
達
す
る
こ

と
」
が
基
本
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
現
在
の
防
災
行
政
無

線
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
が
、
台
風
・
豪
雨
時
に
は

難
聴
地
域
が
で
き
て
し
ま
う

た
め
、
複
数
の
方
法
で
災
害

情
報
を
伝
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
今
後
の
自
然
災
害
時

に
お
け
る
情
報
伝
達
の
対
策

を
お
聞
き
し
ま
す
。

町

長

　

町
民
の
生
命
と
財
産
が
一

番
大
切
で
す
の
で
、
危
険
だ

と
判
断
し
た
と
き
は
大
事
を

と
っ
て
、
す
ぐ
に
情
報
を
出

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

自
然
災
害
発
生
時
の
情
報
伝
達
手
段
は

Ａ　

危
険
と
思
っ
た
と
き
は
す
ぐ
に
情
報
を
出
す

山 口 　 将　議員

　

現
在
、
日
本
で
は
年
々
少

子
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
に
、

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担

の
大
き
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

学
校
給
食
費
を
完
全
無
料
化

す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
第
三
子
以
降

の
給
食
費
を
無
料
化
す
る
自

治
体
も
増
え
て
い
ま
す
。
県

内
で
は
、
前
橋
市
や
太
田
市

な
ど
が
す
で
に
こ
の
よ
う
な

助
成
を
実
施
し
て
お
り
、
桐

生
市
も
来
年
度
か
ら
実
施
予

定
で
す
。
な
お
、
太
田
市
で

は
こ
れ
に
加
え
て
第
二
子
に

つ
い
て
も
半
額
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
第
三

子
以
降
の
給
食
費
無
料
化
を
、

ぜ
ひ
実
施
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の

考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

町

長

　

本
町
で
は
、
現
在
、
給
食

費
の
20
％
引
き
下
げ
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
給

食
の
質
を
上
げ
る
た
め
に
食

材
費
の
10
％
補
助
も
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
し
っ
か

り
と
調
査
研
究
し
、
近
隣
と

本
町
の
違
い
を
出
し
な
が
ら
、

前
向
き
に
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

第
三
子
以
降
の
給
食
費
無
料
化
を

Ａ　

調
査
研
究
し
前
向
き
に
進
め
て
い
き
た
い

田 邉 信 雄　議員

町 政 を

安全確認を

ぼくんち

４人きょうだい
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町政 を問う！
　

国
で
は
２
０
２
０
年
度
に

小
学
校
の
英
語
教
育
の
拡
充

強
化
、
中
学
の
授
業
内
容
の

高
度
化
な
ど
小
中
学
校
を
通

じ
て
抜
本
的
な
充
実
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
小
学
校
の
英

語
教
育
の
充
実
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
お
聞

き
し
ま
す
。

教

育

長

　

本
町
で
は
英
語
教
育
の
充

実
の
た
め
、
小
学
校
１
年
生

か
ら
英
語
を
教
科
と
し
て
位

置
づ
け
、
各
小
学
校
に
日
本

人
英
語
担
当
講
師
Ｊ
Ｔ
Ｅ
を

配
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

外
国
語
指
導
助
手
Ａ
Ｌ
Ｔ
を

全
校
に
配
置
し
、
１
～
６
年

生
ま
で
の
全
て
の
英
語
授
業

を
担
当
し
、
Ｊ
Ｔ
Ｅ
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
、

担
任
の
３
人
で
チ
ー
ム
を
組

ん
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
人
数
を
増
や
す

こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す

が
、
学
校
の
中
で
研
究
・
改

善
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
２
０
２

０
年
度
か
ら
の
小
学
校
英
語

科
の
本
格
実
施
に
向
け
、
こ

れ
か
ら
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
配
置
の

ほ
か
、
教
科
担
任
の
指
導
力

向
上
の
た
め
の
研
修
を
設
定

す
る
な
ど
、
よ
り
充
実
し
た

英
語
教
育
の
実
現
に
向
け
た

準
備
を
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　

小
学
校
の
英
語
教
育
に
つ
い
て

Ａ　

充
実
し
た
英
語
教
育
の
実
現
に
向
け
準
備
す
る

川 島  広　議員

　

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
、
審
議
の
付
託
を

受
け
た
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
審
議
を
行

い
ま
し
た
。

採

 

択

【
請
願
第
４
号
】

自
動
車
関
係
諸
税
の
抜
本
改
革
を
求
め
る
請
願

（
理
由
）
要
望
内
容
を
妥
当
と
認
め
る
。

《
請
願
者
》

全
日
本
自
動
車
産
業
労
働
組
合
総
連
合
会

群
馬
地
方
協
議
会

議
長　

川
又　

敏
之

《
紹
介
議
員
》

都
丸　

裕
史

みなさんからの 請願・陳情 はこうなりました

（
全
会
一
致
）
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１　

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と

２　

職
員
の
健
康
管
理
と
人

材
育
成
を
推
進
す
る
こ
と

３　

多
文
化
共
生
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
充
実
を
図

る
こ
と

４　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
る
こ
と

５　

行
財
政
の
改
革
を
積
極

的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

収
納
率
向
上
と
財
政
の
健

全
化
に
努
め
る
こ
と

６　

学
校
教
育
及
び
教
育
環

境
の
充
実
を
図
る
こ
と

７　

子
育
て
支
援
及
び
少
子

化
対
策
の
推
進
・
充
実
を

図
る
こ
と

８　

地
域
の
教
育
力
充
実
と

地
域
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
努
め
る
こ
と

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
産
業
常
任
委
員
会

平成31年度

予算要望

平成30年11月16日
村山町長に提出

１　

障
が
い
者
自
立
支
援
対

策
の
推
進
・
充
実
を
図
る

こ
と

２　

高
齢
者
支
援
対
策
の
推

進
・
充
実
を
図
る
こ
と

３　

健
康
づ
く
り
の
推
進
と

医
療
体
制
の
充
実
を
図
る

こ
と

４　

住
民
窓
口
業
務
の
サ
ー

ビ
ス
改
善
向
上
を
図
る
こ
と

５　

産
業
振
興
と
観
光
振
興

に
向
け
目
標
を
立
て
積
極

的
な
取
り
組
み
を
図
る
こ
と

６　

環
境
保
全
と
環
境
衛
生

の
整
備
を
図
る
こ
と

７　

生
活
圏
道
路
の
整
備
及

び
側
溝
の
新
設
改
修
を
図

る
こ
と

８　

住
環
境
の
整
備
を
強
力

に
推
進
す
る
こ
と

９　

都
市
計
画
事
業
の
促
進

及
び
公
園
施
設
を
は
じ
め

と
し
た
都
市
整
備
事
業
の

充
実
、
管
理
運
営
の
徹
底

を
図
る
こ
と

10　

公
共
下
水
道
の
整
備
を

積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と

総務文教常任委員会

民生産業常任委員会
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①
岩
手
県
一
関
市

　

７
月
31
日
㈫

【
移
住
定
住
環
境
整
備
事

業
に
つ
い
て
】

◎
事
業
実
施
の
背
景
、
経
緯

に
つ
い
て

◎
事
業
予
算
に
つ
い
て

◎
「
い
ち
の
せ
き
暮
ら
し
応
援

隊
」
と
の
連
携
内
容
に
つ
い
て

◎
移
住
定
住
促
進
の
た
め
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

◎
事
業
効
果
と
当
初
目
標
の

達
成
度
に
つ
い
て

◎
今
後
改
善
す
べ
き
点
や
課

題
に
つ
い
て

②
岩
手
県
金
ケ
崎
町

　

８
月
１
日
㈬

【
結
婚
活
動
支
援
事
業
に

つ
い
て
】

◎
事
業
実
施
の
背
景
、
経
緯

に
つ
い
て

◎
事
業
予
算
に
つ
い
て

◎
「
金
が
咲
き
婚
活
協
議
会
」

と
の
連
携
内
容
に
つ
い
て

◎
事
業
効
果
と
当
初
目
標
の

達
成
度
に
つ
い
て

◎
今
後
改
善
す
べ
き
点
や
課

題
に
つ
い
て

③
岩
手
県
紫
波
町

　

８
月
２
日
㈭

【
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
】

◎
オ
ガ
ー
ル
紫
波
㈱
の
概
要

◎
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
の
概
要

◎
オ
ガ
ー
ル
ベ
ー
ス
の
概
要

◎
オ
ガ
ー
ル
タ
ウ
ン
の
概
要

～先進地に学ぶ～
（詳細は後日議会ホームページに掲載予定）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

研修視察の様子（一関市）

①
新
潟
県
長
岡
市

　

10
月
９
日
㈫

【
町
な
か
に
健
康
づ
く
り

拠
点
「
全
国
初
の
タ
ニ
タ

カ
フ
ェ
」
】

◎
タ
ニ
タ
カ
フ
ェ
の
導
入
と

現
状
に
つ
い
て

◎
タ
ニ
タ
カ
フ
ェ
の
運
営
予

算
に
つ
い
て

◎
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

②
長
野
県
長
野
市

　

10
月
10
日
㈬

【
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
に
つ
い
て
】

◎
事
業
の
概
要
（
チ
ー
ム
構

成
含
む
）
及
び
効
果
に
つ

い
て

◎
経
済
状
況
、
生
活
保
護
な

ど
の
権
利
関
係
が
絡
ん
だ

場
合
の
対
応
に
つ
い
て

◎
家
族
へ
の
対
応
に
つ
い
て

◎
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

③
長
野
県
千
曲
市

　

10
月
11
日
㈭

【
健
康
寿
命
延
伸
事
業
に

つ
い
て
】

◎
「
健
康
寿
命
を
延
ば
し
高

齢
者
の
社
会
参
加
を
高
め

る
」
こ
と
へ
の
取
り
組
み

と
効
果
に
つ
い
て

◎
具
体
的
施
策
５
項
目
の
そ

れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
取
り

組
み
内
容
と
効
果
に
つ
い
て

民
生
産
業
常
任
委
員
会

研修視察の様子（長岡市）
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①
長
野
県
駒
ヶ
根
市
議
会

　

７
月
10
日
㈫

【
議
会
改
革
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
】

◎
議
会
基
本
条
例
の
運
用
と

成
果
に
つ
い
て

◎
常
任
委
員
会
の
組
織
と
運

営
に
つ
い
て
（
２
常
任
委

員
会
か
ら
３
常
任
委
員
会

に
移
行
し
た
経
緯
）

◎
予
算
、
決
算
審
議
の
委
員

会
構
成
に
つ
い
て

②
長
野
県
喬
木
村
議
会

　

７
月
11
日
㈬

【
開
か
れ
た
議
会
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
】

◎
休
日
、
夜
間
議
会
の
開
催

に
つ
い
て

◎
常
任
委
員
会
の
構
成
と
運

営
に
つ
い
て

③
長
野
県
飯
田
市
議
会

７
月
11
日
㈬

【
議
会
基
本
条
例
の
具
体

化
に
つ
い
て
】

◎
飯
田
市
議
会
改
革
推
進
会

議
に
つ
い
て

◎
飯
田
市
自
治
基
本
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

④
長
野
県
松
本
市
議
会

７
月
12
日
㈭

【
議
会
改
革
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
】

◎
議
会
基
本
条
例
の
検
討
及

び
見
直
し
に
つ
い
て

◎
議
会
基
本
条
例
施
策
推
進

組
織
（
部
会
）
の
設
置
と

役
割
に
つ
い
て

◎
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置

に
つ
い
て

◎
議
会
子
ど
も
控
室
に
つ
い
て

議
会
運
営
委
員
会

研修視察の様子

（喬木村議会）

　

群
馬
県
市
町
村
会
館

　

11
月
14
日
㈬

【
議
会
広
報
研
修
会
】

◎
住
民
に
読
ま
れ
、
支
持
さ

れ
る
広
報
紙
づ
く
り
の
ポ

イ
ン
ト

　
　

午

前

に

は
、

日

本

広

報
協
会
の
広
報
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
吉
村
潔
先
生
を
講
師

に
、
県
内
17
町
村
の
議
会

広
報
担
当
議
員
が
参
加
の

も
と
「
住
民
に
読
ま
れ
、

支
持
さ
れ
る
広
報
紙
づ
く

り
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し

た
講
演
を
受
講
し
ま
し
た
。

◎
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

午
後
か
ら
は
「
議
会
広

報
ク
リ
ニ
ッ
ク
」が
開
か
れ
、

長
野
原
町
と
玉
村
町
の
議

会
広
報
紙
を
参
考
に
、
表

紙
と
裏
表
紙
の
連
携
や
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
の
活
用
な
ど
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

研修会の様子（前橋市）
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平成31年１月23日㈬　議員研修会を開催

講師：長野県飯綱町前議会議長　寺島　渉　氏

題名：「住民自治の根幹」としての議会力・議員力の発揮へ

みなさん 議会傍聴に来てください

　役場４階の議会傍聴受付にお越しください。

　受付簿に住所・氏名・年齢をご記入いただくと傍聴で

きます。

　議会日程は町ホームページでも確認できます。

次回の定例会は

３月４日（月）
午前10時～
予定しています

お問い合わせ　☎63－3111

　　　　　　　内線451

　

先
日
郊
外
を
何
気
な
く
歩
い
て

い
る
と
、
山
の
風
景
に
似
合
う
梅

林
が
目
に
映
り
足
を
止
め
て
み
る

と
、
ま
ば
ら
で
は
あ
り
ま
し
た
が

紅
色
や
白
色
の
小
さ
な
梅
の
花
。

山
間
の
「
道
の
駅
」
巡
り
を
趣
味

と
す
る
私
に
は
、
四
季
の
変
化
と

春
の
訪
れ
を
感
じ
る
ひ
と
と
き
で

し
た
。
厳
し
い
寒
さ
と
風
雪
に
耐

え
、
近
づ
く
春
に
備
え
蓄
え
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
、
つ
ぼ
み
が
花
へ
と

開
く
季
節
の
到
来
も
す
ぐ
そ
こ
の

よ
う
で
す
。
街
中
で
も
ち
ょ
っ
と

耳
を
澄
ま
し
目
を
凝
ら
し
て
み
た

ら
、
案
外
身
近
な
と
こ
ろ
に
春
の

便
り
が
届
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。
皆
さ
ん
も
日
頃
の
喧け

ん
そ
う騒

を
離
れ
て
、
一
足
早
い
春
を
探
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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